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四国西部および豊後水道域において，約半年周期で活発化する深部低周波微動(1) に同期したス

ロースリップイベント (SSE) が，防災科研 Hi-net 併設高感度加速度計水平成分 (傾斜計) でとらえ

られた (2)。この短期的 SSE は以下のような特徴がある: (i) 継続時間 1 週間程度; (ii) 深さ 30－40km
付近; (iii) 解放された地震モーメントは Mw 6.0 相当; (iv) 微動と SSE のすべり領域が，沈み込むス

ラブの走向方向に移動する。 
この現象は 2001－02 年の 2 年間には，約半年周期で非常に規則的に発生した。しかしながら，2003

年に豊後水道で発生した長期的 SSE (3) の発生中および発生後には，それ以前に見られた約半年の

再来間隔が崩れ，2003 年 8 月, 11 月, 2004 年 2 月および 4 月に，深部低周波微動を伴った短期的 SSE
が発生した。ここでは，最も最近のエピソードである，2004 年 4 月のイベントについて報告する。 
第１図に，第２図中に示した観測点での 4 月後半の傾斜時系列を示す。この記録は，BAYTAP-G (4) 

により，潮汐成分および宇和島測候所の気圧記録をもとに推定した気圧応答成分を除去した後のも

のを示した。この期間には 4 月 19 日および 27 日に強い降雨があり，それに伴う変動が見られるが，

23 日頃から微動活動の増大とともに傾斜変動が観測されている。23～26 日の期間での傾斜変化は最

大で約 0.09 micro radian であった。 
この期間の傾斜変動ベクトル，そのデータから推定された SSE の断層モデル，およびそのモデル

から期待される傾斜変動ベクトルを第２図に示した。すべりの領域は，2001～02 年に約半年周期で

発生した短期的 SSE と比べると，四国の内陸側(北東方向) の端が若干西側で止まっている。この違

いは観測点 HIYH の傾斜方向の違いからも支持される。すなわち，2001～02 年のイベントでは，

HIYH は南方向への傾斜が観測されたが，今回は第２図に示したように南東方向傾斜であり，この

ことは今回のすべりがより東部へは進展しなかったことを示唆する。また今回のすべりの規模は 
Mw 5.8 と推定された。今回の SSE と 2001～02 年の短期的 SSE とを比べると，観測された傾斜変

化はどの観測点でも有意に小さくなっており，推定された地震モーメントは約 1/2 以下となってい

る。これらのことは，今回の SSE ではすべりがより小さい領域に限定されたことを示していると考

えられる。 
この変化は，2001～02 年には，微動を伴った短期的 SSE が規則的に発生していた四国西部領域が，

それと隣接する豊後水道域での 2003 年の長期的 SSE の発生 (3) によって応力の擾乱を受け，固有

の規則性が乱されたために起こったと考えられる。 
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第１図 2004年 4月 14日から 5月 1日までの傾
上方向が北・東下がり. 気圧・雨量は宇
置は第２図の中に示した. 
表示した傾斜記録は，潮汐成分・気圧応答成分を BAYTAP-G により除去した後
のものである. 4月 4日～4月 17日のデ
体から除去した. 19, 27日の雨の影響が
の期間の変化をスロースリップイベント

Fig.1  Time series of tiltmeter records, daily trem
precipitation from April 14, 2004 to May 1
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第２図 4月 23日 0時～27日 0時の期間の
ベクトル (黒矢印; 地面の下がる方
データから推定される SSE の断

 

 
 
 

斜時系列・微動回数・気圧・雨量.傾斜は
和島測候所による.各観測点・測候所の位
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